
Library Information
図書館だより図書館だより

■ 上野図書館　☎ 21-6868
■ いがまち公民館図書室　☎ 45-9122
■ 島ヶ原公民館図書室（島ヶ原会館内）☎ 59-2291
■ 阿山公民館図書室（あやま文化センター内）☎ 43-0154
■ 大山田公民館図書室（大山田教育センター内）☎ 47-1175
■ 青山公民館図書室　☎ 52-1110

★新着図書紹介（上野図書館）

1月の読み聞かせ
開催日 会　場 時　間 催　物　　　　　＊は読み手　
 5 日（水） ふるさと会館いが小ホール 10：30 ～ 1 時間程度 絵本の時間
 8 日（土） 上野図書館 2階視聴覚室 14：00 ～ 30 分程度 おはなしの会
16 日（日） 阿山公民館図書室読み聞かせ室 10：30 ～ 30 分程度 読み聞かせ会　＊読み聞かせボランティア「はあと＆はあと」

18 日（火） 阿山公民館図書室読み聞かせ室 10：30 ～ 30 分程度 読み聞かせ会　＊読み聞かせボランティア「はあと＆はあと」

19 日（水） 青山公民館図書室絵本のコーナー 10：30 ～ 30 分程度 大きな絵本の読み聞かせ会
19 日（水） 上野図書館 2階視聴覚室 14：00 ～ 30 分程度 えほんの森　＊読み聞かせボランティア「よもよも」

22 日（土） 上野図書館 2階視聴覚室 14：00 ～ 30 分程度 おはなしの会
23 日（日） 上野図書館 2階視聴覚室 13：30 ～ 15：00 おはなしの世界講演会　＊えほんとあそぼう「まんま」

29 日（土） 大山田公民館図書室えほんのへや 10：30 ～ 30 分程度 おはなしたいむ　＊おはなしボランティア「きらきら」

2月2日（水）ふるさと会館いが小ホール 10：30 ～ 1 時間程度 絵本の時間
　★絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします

■児童書
『子どもと楽しむ
バルーンアート』
大石　亜由美／著
　カラフルな風船
をふくらませて、
ひねったり、結んだり…。
あっという間にかわいい動
物や花、果物のできあが
り！作って楽しい、飾って
楽しいバルーンアートの例
がたくさん載っています。

■一般書　
『世界遺産ナスカの

地上絵完全ガイド』
地球の歩き方編集室／著

　ペルーの砂漠地帯で見る
ことのできるナスカの地上
絵は、約 2,000 年も前に
描かれたものです。謎に満
ちた巨大な地上絵の解説の
ほか、土器や装飾品などナ
スカ時代の文化を幅広く紹
介しています。

■一般書　
『いのちの一句

がんと向き合う言葉』
いのちの歳時記編集委員会／著
　「赤とんぼじっとしたま
ま明日どうする」－渥美清。
俳優や作家などがん経験者
が詠んだ俳句や、がんにまつ
わるエピソードを集めた本
です。また、一般のがん経験
者やその家族などから公募
した俳句も収録しています。

■絵　本
『ふつうの子にできる

すごいこと』
ガース・サンデム／編著
　熱帯雨林を守るために
1,300kmの道のりを歩く、
海ガメを救うためにビニー
ル袋の使用削減を訴える
…。ごくふつうの子どもた
ちが、大人も驚くようなす
ごいことを成し遂げた 29
の実話をまとめた本です。
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《いがまち公民館図書室からのお知らせ》　蔵書整理のため、1月～2月末ま
で休室させていただきます。ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。
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▲『伊賀国式社考』奥書部分


